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研究要旨 

 慢性疼痛の患者は年々増加しており、様々な診療科を受診するが、その病態の客観的な評価法  

および診断法は未だ存在せず、標準的な治療法も確立していないのが現状である。慢性疼痛患者

の増加とそれによる医療経済上の負担を考慮すると、病態を客観的に鑑別し、重症度を評価でき

る診断評価ツールの開発は厚生労働行政上急務である。そこで、今回の研究では精神心理社会的

側面に関するこれまでの臨床的な知見に加えて、疼痛のミクログリア仮説にのっとり、末梢血単

球由来ミクログリア様細胞を用いた神経免疫学的解析の開発を開始した。この研究では、慢性疼

痛の動物モデルにおけるミクログリア異常、慢性疼痛臨床における心身医学的モデルをもとに、

ミクログリア異常を含む生物心理社会的因子の同定につながる臨床的評価法の開発、および精神

疾患と疼痛症状の合併に関与するミクログリア異常について注目し、慢性疼痛の病態基盤として

の中枢ミクログリア異常に関するトランスレーショナルリサーチを展開する。

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛の患者は、痛みの部位や程度に応

じて、様々な診療科を受診するが、客観的な

評価法・診断法はいまだ存在せず、標準的な

治療法も開発されていない。各診療科・各診

療施設において各々の経験に基づき治療され

ているのが現状であり、客観的に病態を鑑別

し重症度を評価できる診断評価ツールの開発

は、厚生労働行政上急務である。 

すでに我々は、慢性疼痛患者の臨床的な知

見を集積しており、特に、精神心理学的・社

会的側面に関する評価を国内外に先駆けて推

進してきた。また、心理社会的因子の影響や

精神疾患の高頻度での合併を予備的に見いだ

している。他方、気分障害患者の末梢血由来

血液を用いたオミックス解析（トランスクリ

プトーム・プロテオーム・メタボローム）に

より、気分障害のバイオマーカー候補物質を

幾つか見出している。本研究では、慢性疼痛

患者においてオミックス解析を行うことで、

生物学的バイオマーカーの検索も可能とする。 

さらに、慢性疼痛の病態機序として、我々

は神経障害性疼痛の病態に脊髄ミクログリア

が深く関与することを突き止めており

（Nature 2003&2005他）、広く慢性疼痛の

病態基盤に中枢のミクログリアが関与する可

能性を想定している。したがって、心理社会

的ストレスにより慢性疼痛が発生するモデル

動物等を用いて、慢性疼痛におけるミクログ

リアを介する脳内病態基盤について解明する

研究を開始した。 

慢性疼痛におけるミクログリアの病理をヒ

トレベルで確認するためには、ヒトを対象と

したトランスレーショナル研究が不可欠であ

る。PETなどを用いた脳画像研究によりミク

ログリアの活性化を測定できるが、未だマク

ロなデータしか得られないのが実情である。

我々はヒト血液から二週間の直接誘導システ

ムによりミクログリア様細胞（iMG細胞）を

in vitroで作製する技術を開発しており

（2014年 1月国内特許出願済、2015年 1月

国際特許出願済）、慢性疼痛患者の採血により

iMG細胞を作ることにより、疾患特異的なミ



クログリアの応答性が見いだされる可能性が

あり、こうした結果は、動物実験のデータの

有用性を保証するものになり得る。 

本研究の初年度である平成 26 年度は、慢

性疼痛女性患者の精神心理学的評価、及び血

液採取によるバイオマーカー検索を開始し、

慢性疼痛モデル動物における幼弱期母子分離

ストレスによる脳内ミクログリア異常と痛覚

系の異常に関する検索を開始した。また、痛

み症状と精神疾患の合併が多いとされている

線維筋痛症において精神神経学の専門家によ

り正確な精神医学的評価を行い、痛みと精神

疾患の合併頻度の情報を確認した。 

最終的には、慢性疼痛患者の難治化に関与

する精神心理的因子・生物学的バイオマーカ

ーを同定し、慢性疼痛の精神心理学的・神経

免疫学的側面から鑑みた客観的評価法に関す

る情報をまとめる。 

 

Ｂ＆Ｃ．研究方法及び研究結果 

１.  幅広い医療機関で活用可能な慢性疼痛

の標準的評価法の開発 

a. 慢性疼痛の心身医学的評価の開発（細井） 

 慢性疼痛患者においては様々な心理社会的

因子が疼痛関連指標に関連があることが報告

されている。また、心身症患者で特徴的な失

感情症という病態に加えて、失体感症があげ

られるが、慢性疼痛患者においては十分な検

討がなされていない。今回、我々は難治性慢

性疼痛患者における多面的な心理社会的因子

について検討する目的で、当科で通院・入院

加療中の難治性慢性疼痛患者の女性15名（平

均年齢42.2 ± 9.9歳）を対象に、健常女性10名

（平均年齢39.6 ± 10.3歳）を比較対象として自

記式質問紙検査を施行した。その結果，慢性

疼痛患者においては対象健常者と比較して、

ほぼ全ての心理社会的因子で有意に著明に悪

い傾向を認めた。今後、症例数を増やし、男

女差の比較なども通して、また、バイオロジ

カルなデータ及び自律神経機能との関連も検

討した上で、慢性疼痛の心身医学的評価法の

開発に向けて研究を進めていく予定である。 

 

b. ヒト誘導ミクログリア様細胞を用いた解

析（加藤） 

 慢性疼痛の一つである神経障害性疼痛の病

態基盤に、脊髄での免疫細胞ミクログリアの

異常制御が齧歯類モデル動物で示唆されてい

るが、ヒトでのミクログリア動態の異常機構

に関しては生検が困難であり、倫理的にも解

析が困難であった。 

 今回、我々は、ヒト血液からわずか2週間 

で直接誘導可能なミクログリア様細胞（iMG

細胞）の作製技術を応用し、慢性疼痛患者の

ミクログリアのダイナミクスを検索するため

のシステムを開発した。九州大学病院心療内

科に通院中の慢性疼痛患者（主治医：細井昌

子 研究代表者）に本研究に関する説明を行い、

文書による同意を得た上で、末梢血採血を行

い、採血直後の血液から単核球層を分離し、

血清なしの培地に捲き、翌日から IL-34 と

GM-CSFを添加し、2週間培養することでヒト

血液由来 iMG 細胞を作製した。（Ohgidani, 

Kato et al. Scientific Reports 2014）。並

行して、ポスター等でリクルートした健常成

人にも健常者群として参加してもらい、同様

に、iMG細胞を作製した。 

 iMG 細胞の活性化を評価するために、ATP

などのミクログリア活性化物質を投与し、1

時間後、24時間後のmRNAの発現を定量した。

同時に、貪食による影響も調べた。今年度は、

慢性疼痛患者、健常者それぞれ3名ずつの解

析を行うことが出来、疼痛患者由来iMGでは、

ATP刺激において、特に１時間後にTNF-αの



活性化亢進傾向を認めた。 

 今回の予備的な結果は、iMGを用いた慢性疼

痛の評価化システムが将来的に有用な可能性

を示唆している。来年度は、被験者の数を増

やして、本評価システムの信頼性・妥当性を

検証する必要がある。痛みを含む心理社会的

スケールとの相関も解明する必要がある。 

 

2. 慢性疼痛患者における精神疾患合併の 

臨床研究（橋本） 

 慢性疼痛は、全身に激しい痛みが起こる病

気である。うつ病や不安障害などの精神疾患

の合併率が高いように思われるが、その実態

は未だ明らかではない。慢性疼痛の発症要因

の解明及び治療法の確立には、精神疾患の合

併や精神症状の評価が鍵となると考えられる。

本研究においては、線維筋痛症の診断・治療

を求めて、医療法人 行岡医学研究会行岡病院

の線維筋痛症専門外来を受診希望した初診患

者を対象に精神医学的評価を行う診療システ

ムの中で、精神医学的な評価を行った。347

例の初診患者のうち、精神科受診中の患者が

31.1％、受診歴があるものが25.4％であり、

半数を超えているものの、43.5％は受診歴が

なかった。その一方で、94.6％の患者が何ら

かの精神疾患に罹患していた。これらのうち

で、身体症状症が69.4％と最も多く、続いて

持続性抑うつ障害と大うつ病性障害がそれぞ

れ14.8％と14.5％で多かった。単独施設にお

けるデータであるという限界があるため一概

には結論できないが、身体症状症と気分障害

が多いことが分かった。今後は、それぞれの

疾患における痛みの特徴について検討し、精

神疾患と痛み症状の共通点に生物学的因子の

関与があることを検討していく必要がある。 

 

 

3. ミクログリアに関する疼痛動物モデル 

基礎研究（津田） 

神経障害性疼痛の病態に脊髄ミクログリア

が深く関与することをこれまでの我々の研究

で突き止めており、広く慢性疼痛の病態基盤

に中枢のミクログリアが関与する可能性を想

定している。本研究では，慢性疼痛の発症維

持における心理社会的ストレスの影響とグリ

ア細胞の変化を慢性疼痛モデル動物にて検討

し，ミクログリアを介する脳内病態基盤を解

明する。 

本年度は，母子分離に伴う精神異常動物モ

デルにおける慢性疼痛の変化を明らかにする

ため，発達障害モデルである幼弱期隔離飼育

マウス（出生後21日経過したC57BL/6マウス

を個別に飼育し、幼弱期隔離飼育群とした）

を用いて検討を行った。その結果、集団飼育

マウスに比べて，隔離飼育マウスではより強

いアロディニアが発症することが明らかとな

った。しかし、隔離飼育により、急性疼痛試

験における痛み応答性には変化が認められな

かった。すなわち、隔離飼育によって、神経

障害性疼痛が選択的に強まることが示唆され

た。 

今後は，神経障害性疼痛の悪化が精神異常

全般に認められる現象であるのか否か、さら

に脳内ミクログリアの機能制御を実現する 

遺伝子導入技術等の開発を進める。 

 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究の全行程、特に、健常者、慢性疼痛

患者および精神疾患患者の面接、血液採取、

および、これらにより得られたデータを用い

た解析・利用・公開に関して、人権ならびに

個人情報の保護を最大限に配慮して進めた。 

血液採取に関しては、各施設における倫理



審査委員会の承認をすでに得ている。ヒト血

液由来iMG細胞を用いた橋渡し研究に関して

は、すでに九州大学病院倫理審査委員会の承

認を得ている。 

本研究課題において実施する「動物実

験」に関しては、それぞれ「動物の愛護お

よび管理に関する法律」、「動物実験に関する

日本薬理学会指針」に従い、科学的な面はも

とより、動物福祉の観点からも適切な 動物実

験の実施を図った。「動物実験」の研究計画は、

各研究施設の倫理審査 委員会の承認を受け

ている。 

今後も、被験者に書面による説明を行い、

書面にて同意を得ること、被験者の個人情報

保護 を厳重に励行すること等、承認事項に

留意して研究を遂行する。 

 

Ｄ．考察 

慢性疼痛難治化の心身症モデルとして、臨

床現場から得られている情報として、養育環

境における愛情遮断が準備因子として考え

られるが、幼弱期に隔離環境で母マウスから

の愛情遮断状況で生育した子マウスは、痛み

の不快情動に関与する前部帯状回にミクロ

グリアの組織学的異常が確認された。その条

件で、5－6週成育させた後に神経障害性疼痛

を実験的に生成し、機械刺激による逃避閾値

を測定したところ、非侵害刺激に対する逃避

反応が有意に低下し、痛覚系の過敏反応（ア

ロディニア）が観察された。つまり、幼弱期

の愛情遮断の準備状態では、成長後に神経障

害が起こると通常観察される痛覚過敏が増

大することとなり、難治化した神経障害性疼

痛で生育歴を検討すると両親から愛情を得

られない環境であったことが多いという臨

床的事象と関連する結果となった。 

また、母子分離による愛情遮断の動物モデ

ルと関連するような心理社会的背景がある

難治化した慢性疼痛女性患者群を九州大学

心療内科の臨床現場でリクルートし、年齢・

性別をマッチさせた健常患者群で心理社会

的因子を自記式質問紙で測定する臨床研究

を行った。慢性疼痛患者群では関連する心理

社会的因子（被養育体験の過干渉、愛着の自

己観・他者観、失感情症スコア、失体感スコ

ア、情緒的孤独感、SCL-90Rの強迫性・敵意

のスコア）においても、健常女性と比べて著

明に悪いことが示された。つまり、九州大学

病院心療内科に全国各地から紹介受診し治

療を受けている症例においては、生育歴にお

ける愛情遮断ストレスの存在がしばしば観

察されるが、幼弱期隔離環境において愛情遮

断を受けたマウスに観察されるようなミク

ログリアなどの組織学的異常がプライミン

グ効果として機能しており、難治化の病態基

盤となっている可能性がある。 

以上の仮説の検証のひとつの方法として、

ミクログリア病として知られているフィンラ

ンドと日本に発生する珍しい（200 例程度の

報告のみが知られている）常染色体劣性遺伝

疾患である Nasu-Hakola 病（早期進行性の認

知症症状、パーソナリティ変化を伴い、末梢

血からの誘導ミクログリア様細胞ではアメー

バ様の病理変化があり、貪食能の変化が観察

された）で検証されたヒト末梢血の単球から

誘導したミクログリア様細胞（iMG）作製技術

を、慢性疼痛のミクログリア異常の客観的評

価法として使用できるかどうかについての検

証を開始した。本年度は九州大学病院心療内

科で治療中の3例の慢性疼痛患者由来iMGに

おいて、健常人3例由来のiMGと比較検討し

たところ、慢性疼痛患者由来 iMG では、ATP

刺激において、特に１時間後にTNF-αの活性

化亢進傾向を認めた。これらの結果が数を増



やしても一般化できるのかどうかについては

今後の研究が必要である。 

ミクログリア病であるNasu-Hakola病はパ

ーソナリティ変化を伴い、脳機能の変化が認

められ、精神疾患に関してもミクログリア仮

説が提起されてきている。精神疾患と疼痛症

状の合併が知られている線維筋痛症において、

実際に精神医学の専門家が精神疾患を正確に

診断することで、精神疾患と疼痛の共通点を

探ることができる。本研究の分担研究では、

精神医学の専門家が線維筋痛症症例を診断し

たところ、94.6％にあたる高率の線維筋痛症

患者が何らかの精神疾患に罹患しているとい

う結果が得られた。これらの合併にミクログ

リア異常が一部関与しているのかどうかにつ

いては、今後の検討を要する。 

 

Ｅ．結論 

この研究では、疼痛の動物モデルにおける

ミクログリア異常研究で先進的に得られてき

た科学情報が、ミクログリア異常を含んだ病

態基盤としてヒトにおける慢性疼痛臨床にお

ける心身医学的難治化モデルに関連するかど

うかという観点で、トランスレーショナルリ

サーチとしての展開を開始した。基礎と臨床

の研究を結ぶための技術として、ヒト末梢血

由来の単球誘導によるミクログリア様細胞作

製技術が有望ではあるが、慢性疼痛臨床で実

際に有用かどうかについて、検証が始まった

ばかりである。心身症、精神病などの臨床と

関連して、基礎研究で得られる情報をより迅

速に慢性疼痛臨床に応用するためのさらなる

研究が必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 
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2.学会発表 

（細井 昌子） 

1) 安野広三，細井昌子，河田浩，柴田舞欧， 

岩城理恵，勝賀瀬なゆは，須藤信行.第55

回日本心身医学会総会ならびに学術講演

会. 家族機能は慢性疼痛患者の生活機能

障害に関連する. 2014.6.6 千葉 

2)細井昌子.第55回日本心身医学会総会な

らびに学術講演会.教育講演6「慢性疼痛

の心身医学―否定的感情，過活動と自律神

経失調の関連―」.2014.6.7 千葉 

3)柴田舞欧，細井昌子，安野広三，河田浩，

岩城理恵，澤本良子，久保千春，清原裕，

須藤信行. 第55回日本心身医学会総会

ならびに学術講演会. ケアが少なく過干

渉な被養育体験は成人の睡眠障害に関連

する：久山町研究. 2014.6.7千葉  

4）宮田典幸，細井昌子，安野広三，鈴山千 

 恵，早木千絵，柴田舞欧，河田浩，須藤

信行. 新・西日本心身医学セミナー2014. 

怒りと罪悪感に対してマインドフルネス

が有効であった線維筋痛症の一例. 

2014.7.26 鹿児島 

5） 吉原一文，細井昌子. 心身医学のニュ

ーロサイエンス研究会 2014(第2回). 

心身症の病態モデルに関する疫学的研究. 

2014.8.9 仙台 

6)  細井昌子. 日本線維筋痛症学会第6回

学術集会. シンポジウム1「線維筋痛症

治療に求められる心身医療」．『大学病院心

療内科で実践する線維筋痛症に対する心

身医療』.2014. 9.13 長野 

7)  細井昌子．第7回 下関疼痛研究会.慢     

性疼痛の心身医学：Social Painに対する

治療的対話の重要性．特別講演. 

2014.9.18 下関 

8) 細井昌子. 第9回 身体疾患とうつ研究

会 学術講演会．各領域におけるうつ状態

とその現状：慢性疼痛の臨床における抑

うつ. パネルディスカッション．
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 9）野口敬蔵，富岡光直，細井昌子，柴田舞

欧，須藤信行. 日本自律訓練学会 第37
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10) 細井昌子．第7回日本運動器疼痛学会 
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リノート」による運動促進法講習会. 
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13) 細井昌子. 城北線維筋痛症研究会．線維
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14) 細井昌子. 第 54 回日本心身医学会九州

地方会．適応に導く「不適応な」適応と
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疼痛臨床における問題点に関する臨床研
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怒りと罪悪感に対してマインドフルネス

が有効であった線維筋痛症の一例. 
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Non-cell-autonomous modulation of 

neuropathic pain by microglia. 17th 

World Congress of Basic and Clinical 

Pharmacology (シンポジスト，2014.7.17, 

Cape town, South Africa) 
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43回日本脊椎脊髄病学会学術集会（イブ

ニングセミナー，2014.4.18，京都） 
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6) Ohi K, Hashimoto R, Ikeda M, Yamamori 

H, Yasuda Y, Fujimoto M, Umeda-Yano S, 

Fukunaga M, Fujino H, Watanabe Y, 

Iwase M, Kazui H, Iwata N, Weinberger 

DR, Takeda M.  Glutamate Networks 

Implicate Cognitive Impairments in 

Schizophrenia; Genome-Wide 

Association Studies of 52 Cognitive 

Phenotypes. 2014 American College of 

Neuropharmachology(ACNP), Phoenix, 

U.S.A., 12.7-11(9),2014. Poster 

7) Nakazawa T, Hashimoto R, Sakoori K, 

Sugaya Y, Tanimura A, Ohi K, Yamamori 
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Konno K, Iwase M, Kazui H, Numata S, 
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H, Watanabe M, Manabe T, Yamamoto T, 

Takeda M, Kano M.  Brain-enriched 

sorting nexin family proteins 
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schizophrenia. 2014 American College 

of Neuropharmachology(ACNP), Phoenix, 

U.S.A., 12.7-11(9),2014. Poster 

8) Hashimoto R, Ohi K, Yamamori H, Yasuda 

Y, Fujimoto M, Umeda-Yano S, Takeda M. 

Intermediate phenotype studies in 

schizophrenia （ Current research 

topics in schizophrenia and future 

perspectives. ）  29th CINP  World 

Congress of Neuropsychopharmacology. 

Vancouver, Canada, 6.22-26(23), 2014. 
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9) Uno K, Nishizawa D, Seol S, Sakai N, 
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N, Ikeda K, Miyamoto Y, Nitta A. PCLO 

SNP rs13438494 regulates DA and 5-HT 

uptake, accompanied with splicing 

efficiency and dependence-like 

behaviors in genomic association 

studies. 29th CINP World Congress of 

Neuropsychopharmacology. Vancouver, 

Canada, 6.22-26(24), 2014. poster 

10) Nishizawa D, Kasai S, Hasegawa J, Sato 

N, Tanioka F, Nagashima M, Hiroshi U, 

Hashimoto R, Tanaka M, Sugimura H, 

Ikeda K.  Associations of an orexin 

(hypocretin) receptor 2 gene 

polymorphism with nicotine dependence 
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association studies. 29th CINP World 

Congress of Neuropsychopharmacology. 

Vancouver, Canada, 6.22-26(23), 2014. 

poster 

11) 岡右里恵、緒方洋輔、福永雅喜、橋本亮

太、花川隆、Resting-state functional 

connectivity MRIを用いた気分障害患者

と健常者の判別精度に対する特徴量抽

出手法の影響の検討、平成 26 年度包括

脳ネットワーク冬のシンポジウム、東京、

12.11-13(12), 2014. ポスター 

12) 永安一樹、松村憲佑、中澤敬信、安田由

華、山森英長、梅田知美、大井一高、橋

本亮太、武田雅俊、橋本均、自閉症関連

候補遺伝子のハイスループット機能評

価系による解析、平成 26 年度包括脳ネ

ットワーク冬のシンポジウム、東京、

12.11-13(12), 2014. ポスター 

13) 岩田亮平、橋本亮太、糸原重美、岩里琢

治、RacGAP α2キメリンによる認知能力

の発達の調節、平成 26 年度包括脳ネッ

トワーク冬のシンポジウム、東京、

12.11-13(12), 2014. ポスター 

14) 橋本亮太、多施設共同研究体制の構築、

第5回脳表現型の分子メカニズム研究会、

東京、12.6-7(6), 2014. 口演 

15) 近藤健治、橋本亮太、池田匡志、高橋秀

俊、山森英長、岸太郎、安田由華、島崎

愛夕、藤本美智子、大井一高、斉藤竹生、

武田雅俊、岩田仲生、統合失調症のGWAS

によるプレパルス抑制との共通リスク

遺伝子の同定、第 47 回精神神経系薬物

治療研究報告会、大阪、12.5, 2014. ポ

スター 

16) 吉田正俊、三浦健一郎、橋本亮太、藤本

美智子、山森英長、安田由華、大井一高、

武田雅俊、伊佐正、統合失調症患者の静

止画自由視時の視線データはサリエン

シー計算論モデルによって説明できる、

第 4 回生理研-名大合同シンポジウム、

名古屋、11.22, 2014. ポスター 

17) 村松憲佑、永安一樹、中澤敬信、安田由

華、山森英長、梅田知美、大井一高、橋

本亮太、武田雅俊、橋本均、自閉症の疾

患特異的候補遺伝子の機能的スクリー



ニング系の確立、第 24 回日本臨床精神

神経薬理学会・第 44 回日本神経精神薬

理学会合同年会、名古屋、11.20-22(22), 

2014. 口演 

18) 橋本亮太、精神疾患の中間表現型研究

（Intermediate phenotype studies in 

psychiatric disorders）、日本神経精神

薬理学会第三回学術奨励賞受賞記念講

演、11.21, 2014. 講演 

19) 中澤敬信、橋本亮太、永安一樹、安田由

華、山森英長、梅田知美、藤本美智子、

大井一高、石川充、赤松和土、岡野栄之、

武田雅俊、橋本均、iPS 細胞関連技術を

用いた統合失調症研究、第 24 回日本臨

床精神神経薬理学会・第 44 回日本神経

精神薬理学会の合同シンポジウム 1 

「iPS 細胞を用いた精神疾患の分子病態

研 究 の 現 状 と 展 望 」 名 古 屋 、

11.20-22(21), 2014. 口演 

20) 橋本亮太、池田匡志、大井一高、安田由

華、山森英長、福本素由己、梅田知美、

Dickinson D、Aleksic B.、岩瀬真生、

数井裕光、尾崎紀夫、Weinberger DR、

岩田仲生、武田雅俊、Genome-wide 

association study of cognitive 

decline in schizophrenia (統合失調症

の認知機能障害の全ゲノム関連解析)、 

第 59 回日本人類遺伝学会 第 21 回日本

遺伝子診療学会合同大会、東京、

11.19-22(20), 2014  ポスター  

21) 森原剛史、佐藤真広、角田達彦、山口由

美、赤津裕康、橋本亮太、紙野晃人、武

田雅俊、疾患感受性のマウス系統間差を

トランスクリプトーム解析：アルツハイ

マー病の Aβ蓄積量を規定する遺伝子

KLC1Eの同定、第59回日本人類遺伝学会

第 21 回日本遺伝子診療学会合同大会、

東京、11.19-22(20), 2014 口頭 

22) 橋本亮太、住吉チカ、藤野陽生、山森英

長、藤本美智子、安田由華、大井一高、

井村修、住吉太幹、武田雅俊、統合失調

症患者の認知機能障害の簡易測定法の

開発、第 14 回精神疾患と認知機能研究

会、東京、11.8, 2014.(講演) 

23) 藤野陽生、橋本亮太、住吉チカ、住吉太

幹、山森英長、藤本美智子、安田由華、

大井一高、武田雅俊、井村修、統合失調

症患者の社会機能に影響する要因、第14

回精神疾患と認知機能研究会、東京、

11.8, 2014.(口演) 

24) 三木健司、橋本亮太、史賢林、行岡正雄、

TKA 術後遷延疼痛の実際 米国でのオピ

オイドの蔓延（Opioid therapy for knee 

osteoarthritis and postoperative 

persistent pain after knee 

arthroplasty） 第42回日本関節病学会 

シンポジウム 11「関節手術後の疼痛対

策」、東京、11.6-7(7), 2014 シンポジ

スト・座長 招待講演 

25) 西澤大輔、笠井慎也、佐藤直美、谷岡書

彦、長島誠、氏家寛、橋本亮太、田中雅

嗣、椙村春彦、池田和隆、ゲノムワイド

関連解析によるオレキシン2受容体遺伝

子多型Val308Ileとニコチン依存との関

連の同定 平成26年度アルコール・薬物

依存関連学会合同学術総会、 横浜、

10.3-4(3), 2014 口頭 

26) 橋本亮太、山森英長、梅田知美、藤本美

智子、安田由華、伊藤彰、武田雅俊、統

合失調症患者由来サンプルを用いた統

合失調症の病態解明研究、第 11 回

NDDC-JSG会議、大阪、10.7,2014 口演 

27) 橋本亮太、神経化学が読み解く精神疾患

の病態メカニズム、第 7 回（2014 年）



神経化学の若手研究者育成セミナー、奈

良、9.29-10.1(29), 2014. 口演 

28) 橋本亮太、安田由華、山森英長、大井一

高、藤本美智子、梅田知美、武田雅俊、

イントロダクション（Introduction）、

生物精神・神経化学合同シンポジウム 

テーマ: 朝から生討論：我が国の発達障

害研究はトランスレーショナルとなり

うるか？ 臨床精神 vs 神経化学、第 36

回日本生物学的精神医学会・第 57 回日

本神経化学会大会合同年会、奈良、

9.29-10.1(30), 2014. 口演 

29) 橋本亮太、大井一高、山森英長、安田由

華、藤本美智子、梅田知美、武田雅俊、

ビッグサイエンスに対する挑戦：スモー

ルサイエンスと基礎研究の融合（The 

challenge to big science: fusion of 

small science and basic research）シ

ンポジウム 2「多施設共同研究の意義と

日本における現状：欧米に勝つための戦

略とは？」第 36 回日本生物学的精神医

学会・第 57 回日本神経化学会大会合同

年会、奈良、9.29-10.1(29), 2014. 

30) 齋藤 竹生、池田匡志、近藤健治、岡久

祐子、菱本明豊、大沼徹、廣瀬雄一、橋

本亮太、尾崎紀夫、岩田仲生、ラモトリ

ギン誘発皮疹に関する薬理遺伝学的研

究、第 36 回日本生物学的精神医学会・

第 57 回日本神経化学会大会合同年会、

奈良、9.29-10.1(29-1), 2014. 各賞受

賞者ポスター 

31) 近藤健治、橋本亮太、池田匡志、高橋秀

俊、山森英長、岸太郎、安田由華、島崎

愛夕、藤本美智子、大井一高、斉藤竹生、

武田雅俊、岩田仲生、プレパルス抑制関

連遺伝子の探索、第 36 回日本生物学的

精神医学会・第 57 回日本神経化学会大

会合同年会、奈良、9.29-10.1(29), 2014. 

ポスター 

32) 安田由華、橋本亮太、中江文、康紅玲、

大井一高、山森英長、藤本美智子、萩平

哲、武田雅俊、自閉症スペクトラム症に

おける感覚過敏についての研究

（Sensory profile in subjects with 

autism spectrum disorders）第36回日

本生物学的精神医学会・第 57 回日本神

経化学会大会合同年会、奈良、

9.29-10.1(29), 2014. ポスター 

33) 藤本美智子、橋本亮太、三浦健一郎、山

森英長、安田由華、大井一高、梅田知美、

岩瀬真生、武田雅俊、統合失調症の生物

学的マーカーとしての眼球運動スコア

の開発、An integrated eye movement 

score for biological marker of 

schizophrenia 第 36 回日本生物学的精

神医学会・第 57 回日本神経化学会大会

合同年会、奈良、9.29-10.1(30), 2014. 

ポスター 

34) 山森英長、橋本亮太、石間環、藤本美智

子、安田由華、大井一高、梅田知美、伊

藤彰、橋本謙二、武田雅俊、複数のバイ

オマーカーを用いた気分障害と統合失

調症の補助診断方法確立の検討

（ Assessment of a multi-assay 

biological diagnostic test for mood 

disorders and schizophrenia）第36回

日本生物学的精神医学会・第 57 回日本

神経化学会大会合同年会、奈良、

9.29-10.1(1), 2014. ポスター 

35) 布川綾子、渡部雄一郎、飯嶋良味、江川

純、金子尚史、澁谷雅子、有波忠雄、氏

家寛、稲田俊也、岩田仲生、栃木衛、功

刀浩、糸川昌成、尾崎紀夫、橋本亮太、

染矢俊幸、TPH2遺伝子と日本人統合失調



症との 2 段階関連解析、第 36 回日本生

物学的精神医学会・第 57 回日本神経化

学会大会合同年会、奈良、9.29-10.1(29), 

2014. ポスター 

36) 江川純、飯嶋良味、渡部雄一郎、布川綾

子、金子尚史、有波忠雄、氏家寛、稲田

俊也、岩田仲生、功刀浩、糸川昌成、佐々

木司、尾崎紀夫、橋本亮太、澁谷雅子、

井桁裕文、染矢俊幸、マイクロ RNA30E

遺伝子の稀な変異と統合失調症との関

連、第 36 回日本生物学的精神医学会・

第 57 回日本神経化学会大会合同年会、

奈良、9.29-10.1(1), 2014. ポスター 

37) 橋本亮太、精神疾患とその偏見への挑

戦：こころの扉を開き克服するまで、新

適塾「脳はおもしろい」第6回会合、大

阪、9.17, 2014. 講演 

38) 中澤敬信、橋本亮太、橋本均、細胞内タ

ンパク質輸送と統合失調症、生体機能と

創薬シンポジウム 2014 、大阪、

8.28-29(28), 2014. ポスター 

39) 橋本亮太、精神疾患分野から-多施設共

同研究による倫理的問題点-、ヒトゲノ

ム解析研究倫理審査を考える会、東京、

8.3,2014. 講演 

40) 安田由華、橋本亮太、大井一高、山森英

長、梅田知美、藤本美智子、武田雅俊、

孤発性自閉症スペクトラム障害のトリ

オにおけるエクソーム解析による de 

novo変異の同定、新学術領域研究「脳疾

患のゲノム情報」第三回研究班会議、東

京、7.20,2014. 口頭 

41) 三木健司、史賢林、橋本亮太、林淳一朗、

行岡正雄、小島崇宏、裁判におけるCRPS

症例の診断書からみた妥当性、第 12 回

整形外科痛みを語る会、福岡、

6.28-29,2014. 招待講演 

42) 橋本亮太、山森英長、藤本美智子、安田

由華、大井一高、梅田知美、武田雅俊、

治療抵抗性統合失調症への果てしなき

挑戦：治療のゴールはどこにあるのか？

第110回日本精神神経学会学術総会、横

浜、6.26-28(27), 2014. 口演 

43) 山森英長、橋本亮太、藤本美智子、安田

由華、大井一高、福本素由己、武田雅俊、

阪大病院でのクロザピンの使用経験と

有用性、第17回和風会精神医学研究会、

大阪 6.8, 2014．口頭 

44) 橋本亮太、精神疾患のバイオマーカー研

究ーDSM-5 への挑戦ー、北里大学精神科

教室拡大研究会、4.17,2014. 招待講演 
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1） 加藤隆弘: ミクログリアに着目した精

神疾患の多軸的トランスレーショナル研

究―ヒト誘導ミクログリアとゲーム理論

の応用. 第 1 回サイコグリア研究会, 

2014.6.1, 広島大学広仁会館, 広島 

2） 加藤隆弘: “先生転移”と“見るなの

禁止”. シンポジウム「日本の精神分析」, 

日本語臨床フォーラム・第４回 コンベン

ション, 2014.6.22, 帝京大学板橋キャ

ンパス, 東京 

3） Kato TA, Ohgidani M, Watabe M, Kanba 

S: Two translational research methods 

focusing on human microglia (induced 

microglia-like (iMG) cells / 

minocycline). DFG-JSPS SYMPOSIUM 

“SHARED PATHWAYS IN CNS DISORDERS", 

2014.6.30, Alois Alzheimer ’ s 

Microscopy Laboratorium, Department 

of Psychiatry and Psychology, 

Ludwig-Maximilians-University (LMU), 

Munich, Germany 



4） Ohgidani M, Kato TA, Kanba S: Direct 

induction of ramified microglia-like 

cells from human monocytes: Dynamic 

microglial dysfunction in Nasu-Hakola 

disease. DFG-JSPS SYMPOSIUM “SHARED 

PATHWAYS IN CNS DISORDERS", 2014.6.30, 

Alois Alzheimer ’ s Microscopy 

Laboratorium, Department of 

Psychiatry and Psychology, 

Ludwig-Maximilians-University (LMU), 

Munich, Germany 

5） Sagata N, Kato TA, Kanba S: Directly 

induced-neuronal (iN) cells from human 

fibroblasts. DFG-JSPS SYMPOSIUM 

“SHARED PATHWAYS IN CNS DISORDERS", 

2014.6.30, Alois Alzheimer ’ s 

Microscopy Laboratorium, Department 

of Psychiatry and Psychology, 

Ludwig-Maximilians-University (LMU), 

Munich, Germany 

6） Hayakawa K, Kato TA, Kohjiro M, Kanba 

S: Minocycline, a microglial inhibitor, 

diminishes terminal patients ’ 

delirium? DFG-JSPS SYMPOSIUM “SHARED 

PATHWAYS IN CNS DISORDERS", 2014.6.30, 

Alois Alzheimer ’ s Microscopy 

Laboratorium, Department of 

Psychiatry and Psychology, 

Ludwig-Maximilians-University (LMU), 

Munich, Germany 

7） Shimokawa N, Kato TA, Kanba S: A single 

minocycline administration suppresses 

methamphetamine-induced behavioral 

sensitization in mice. DFG-JSPS 

SYMPOSIUM “SHARED PATHWAYS IN CNS 

DISORDERS", 2014.6.30, Alois 

Alzheimer’s Microscopy Laboratorium, 

Department of Psychiatry and 

Psychology, 

Ludwig-Maximilians-University (LMU), 

Munich, Germany 

8） 加藤隆弘: 安心して相談支援にのぞむ

ために～相談支援における「メンタルヘ

ルス・ファーストエイド」の理解と活用

～. 北九州市立精神保健福祉センター主

催・平成26年度自殺対策支援者研修会, 

2014.7.16, 北九州市総合保健福祉セン

ター「アシスト２１」, 北九州市 

9）加藤隆弘, 堀川英喜, 渡部幹, 神庭重信: 

ヒトの社会的意思決定におけるミノサイ

クリンの影響―統合失調症患者における

意思決定特性（予備的知見）―. 第 10

回統合失調症研究会, 2014.9.6, 東京コ

ンベンションホール, 東京 

10）加藤隆弘: 「現代抑うつ症候群（新型う

つ）」における諸問題―臨床実践と国際共

同研究の結果を踏まえてー. 指定討論, 

公募シンポジウム「「新型うつ」への心理

学的アプローチ」（企画 松浦隆信）, 日

本心理学会第78回大会, 2014.9.12, 同

志社大学, 京都 

11）Kato TA, Watabe M, Teo AR, Ohgidani M, 

Sagata A, Kubo H, Hayakawa K, Tateno M, 

Shimokawa N, Kanba S: Translational 

research focusing on risk of social 

isolation: Biological and 

psychological aspects among 

university students. Symposium 

“Mental Health Implications of Social 

Isolation (Organized by Alan R. Teo and 

Takahiro A. Kato)”, WPA World Congress 

2014, 2014.9.17, Centro de 

Convenciones Norte, Madrid, Spain 

12）加藤隆弘: 安心して相談支援にのぞむた



めに～相談支援における「メンタルヘル

スファーストエイド」の理解と活用（弁

護士編）. 平成26年度自死問題対策委員

会法律相談登録研修会, 2014.9.22, 北

九州市弁護士会館, 北九州市 

13）加藤隆弘: 精神疾患患者のミクログリア

活性化特性と精神病理現象との相関を解

明するためのトランスレーショナル研

究. シンポジウム 8「グリアアセンブリ

の生理と病態」, 第36回日本生物学的精

神医学会 第 57 回日本神経化学会大会 

合同年会, 2014.9.29, 奈良県新公会

堂, 奈良 

14）加藤隆弘: 脳内免疫細胞ミクログリアに

着目した精神疾患のトランスレーショナ

ル研究. 第三回若手研究者育成プログラ

ム (若手研究者育成プログラム奨励

賞), 第 36 回日本生物学的精神医学会 

第 57 回日本神経化学会大会 合同年会, 

2014.9.30, 奈良県新公会堂, 奈良 

15）扇谷昌宏, 佐方功明, 加藤隆弘: ヒト体

細胞由来直接誘導ミクログリア・ニュー

ロンを用いた精神疾患研究. 第 18 回九

大精神科教室研究会, 2014.10.18, 九州

大学病院ウエストウイング, 福岡 

16) Kato TA: Possible biological and 

psychosocial risk factors of 

hikikomori among university students. 

Symposium of Korea-Japan 

Psychiatrists Academy (KJPA), 

Congress of Korean NeuroPsychiatric 

Association 

(KNPA) 2014.10.24, Ramada Plaza Jeju 

Hotel, Jeju, South Korea 

17）加藤隆弘, 扇谷昌宏, 神庭重信: ストレ

スとミクログリア-齧歯類モデルの知見

とヒト血液由来直接誘導ミクログリア様

細胞作製技術の応用-. シンポジウム 3

「ストレスと心身相関」, 日本ストレス

学会学術総会・第 30 回記念大

会, 2014.11.7, 日本大学文理学部百年

記念館, 東京 

18）加藤隆弘: 精神病性障害（主に統合失調

症）におけるメンタルヘルスファースト

エイド. 島根県におけるゲートキーパー

スキルアップ研修指導者養成研修会, 

2014.11.16, 出雲保健所, 出雲市, 島根 

19）Kato TA: Translational psychiatric 

research focusing on microglia – Does 

microglial modulation prevent 

psychosis? Symposium (Organized by 

Itokawa M), The 9th International 

Conference on Early Psychosis, 

2014,11,17, Keio Plaza Hotel, Tokyo 

20) Kato TA, Ohgidani M, Kanba 

S:   Psychosocial stress and 

microglia-translational research 

focusing on human microglia. 国際シン

ポジウム「ストレスによる神経炎症と神

経疾患」, 第24回日本臨床精神神経薬理

学会・第44回日本神経精神薬理学会 合

同年会, 2014.11.22, 名古屋国際会議場, 

名古屋 

 21 加藤隆弘: 医療場面におけるうつ病の早

期介入と自殺予防～メンタルヘルス・フ

ァーストエイドの理解と活用～. 北九州

市立精神保健福祉センター主催・平成26

年度自殺対策支援者研修会, 2014.11.26, 

北九州市総合保健福祉センター「アシス

ト２１」, 北九州市 

22）加藤隆弘, Teo AR, 館農勝, 神庭重信: 

国際調査票開発に基づく現代うつ病と社

会的ひきこもりの実態調査. ファイザー

ヘルスリサーチ振興財団主催 第20回ヘ



ルスリサーチフォーラム, 2014.11.29, 

千代田放送会館,東京 

23）Kato TA, Hayakawa K, Ikeda-Kaneko C, 

Kanba S: Why do Japanese need the 

program of Mental Health First Aid? - 

Sociocultural backgrounds of Japanese 

social behaviors. Mental Health First 

Aid Course for Japanese psychiatrists, 

2014.12.5, Mental Health First Aid 

Australia, Melbourne, Australia 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 

1.特許取得 

1) 加藤隆弘, 扇谷昌宏, 神庭重信: Method 

of producing microglial cells. PCT国

際特許出願日 2015.1.9. (QP130152-PC) 

2) 出願番号：特願 2014-182369 発明者：  

橋本亮太、三浦健一郎、藤本美智子、   

発明の名称：精神疾患判定装置、及び、

精神疾患判定方法、出願人：国立大学法

人大阪大学、出願日：2014/9/8 

 

2.実用新案登録 

該当なし 

 

3.その他 

該当なし 

    



 


